



































































































はガソリン代の片道約 1,000 円のみ。運転時間は 8
時間程度必要だが，充分通うことは可能である。今
これを読んでいる学部生で，僻地への交通手段に
迷っている者は，是非原付も一考していただきたい
（交通安全第一で）。
　さて，原付バイクにより順調に調査を始めたかに思
えたが，ご存じ昨今の地場産業を取り巻く環境はどこ
も厳しいものである。「伝統だから」，「素晴らしい技
術だから」という理由で，売上や後継者数が伸びるほ
ど単純な話ではなかった。浄法寺漆も例外ではなく，
後継者不足と売上低迷に活路を見いだせていない…
かと思いきや，事態は思いもよらぬ方向へ動いた。
　漆産業の調査は，二戸市と同時に盛岡市の岩手県
工業技術センターへも同時に行っていた（もちろん
移動は原付）。半年ほど調査が続いた頃，いつも対
応している職員の方より「ちょっと見せたいものが
…」とのことで，別の場所へ。部屋に入ると，ハン
ドルはブレーキレバーなど，自動車の内装品がずら
り。なんでも，大手自動車メーカーと提携し，高級
車へ装備する漆塗り内装パーツの開発を進めていた
とのこと。これこそ他地域にない独自性であり，現
代社会で伝統産業が生き残る手段であった。私の感
動は最高潮に達した。この自動車パーツの取り組み
を教えて頂けなかったら，論文は全く違う方向性の
ものになっていたのかもしれない。センターの方の
ご厚意に本当に感謝しなければいけないことと，『自
分の足を使う』ということの重要性を身に染みて感
じた卒業論文であった。
　４．おわりに
　就職にあたっては，入学以前からマスコミ業界に
漠然とした興味があった。興味はあったものの，ど
ういった職種を目指すのか…。地域構想学科の各実
習やゼミで「あまり世間の認知度は高くないものの，
他地域に無い魅力的なもの」が日本各地に存在して
いることを知った。知ってしまったからには，発信
したい。この魅力をもっと広めたい。伝えたいと考
えるようになった。
　現在，結婚式のダイジェスト VTR をはじめ，様々
な動画コンテンツの撮影，編集に携わっている。そ
の根幹にあるのは，「足を使う」ということだ。本
番だけ力を注ぐのではなく，事前準備や段取りの
チェックを自らの目と体で確認。撮影される方の性
格や好みなども徹底的に確認しておく。そうした一
つひとつの積み重ねがあって，良い映像が出来上が
るのではないかと，私は思う。
　地域構想学科での経験は，私の生き方に大きな影
響をもたらした。自分の「知りたい」欲求を思う存
分解放できるフィールドであり，今後もあの「幸せ
な気持ち」を抱く学生が切磋琢磨できるフィールド
であってほしいと思い，学科創設 10 周年に寄せる
私からのメッセージとしたい。
2014年10月，東京都中野区の職場にて
